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開会式
海外基調講演 1
海外基調講演 2
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松本発「健康先進都市ゼミナール」
長野県「地域発 元気づくり支援金」
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11月25日［月］ 11月26日［火］
取組報告①（学術機関）
取組報告②（企業）
取組報告③（医療機関）
パネルディスカッション
閉会式

10：00～10：40
10：50～11：30
12：40～13：20
13：30～15：00
15：00～15：20

───────────────────
───────────────────
───────────────────
───────────────────
───────────────────
───────────────────

入場
無料

世界健康首都宣言
　松本市長 菅谷 昭

　超高齢社会において、身体と心の健康は、単に個人の問題だけではなく
社会の問題でもあること、さらにそれを維持するためには、疾病予防の努力
が不可欠です。
　個人の意識改革を進めるとともに、社会インフラを整え、企業と学術機関
の叡智を形にする、産業化に向けての強力な営みが必要です。
　21世紀に生きる私たちの健康は、自立した生活のもとに、社会と積極的に
かかわりを持ち、社会の中で自らの役割を実感して生きていくことにより、維
持されるものであると考えます。
　超高齢社会に生きる市民全てが尊厳をもって生き、全員が社会の資産であり、市民一人ひとりの
「いのち」と「暮らし」を大切にする、という認識を共有する社会こそが、世界の目指す「健康寿命
延伸都市」であり、それは同時に世界健康首都の姿でもあります。
　私たちは、世界健康首都会議を通じて以下の7項目を共有し、21世紀の健康のあり方を世界に
向けて松本から宣言します。
1 健康は、活力ある超高齢社会の源です。
2 健康は、個人の問題だけではなく、社会の問題でもあります。
3 健康は、疾病予防の努力によって支えられます。
4 健康は、快適な生活空間と環境に配慮したまちづくりによって支えられます。
5 健康には、自立した生活、社会との積極的なかかわり、さらに、社会の中で自らの役割を実感して
　生きていくことが求められます。
6 健康には、産業化による持続可能な社会システムの確立が不可欠です。
7 健康には、市民、企業、学術機関、行政の相互連携が必要です。
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〒390-0811　長野県松本市中央1丁目18番1号
TEL.0263-32-1132　FAX.0263-37-1153

JR松本駅から徒歩5分
お車でお越しの際は、Mウイング隣の中央駐車場（有料）
をご利用ください。

松本市中央公民館（Mウイング）

日本語・英語
同時通訳

主　催：世界健康首都会議実行委員会
会　長：菅谷　昭（松本市長） 副会長：百瀬英司（松本市医師会長）
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基調講演 1　13：20～14：20

演題「大学発ベンチャー：スイス・アイマゴの挑戦」
アイマゴ社社長兼CEO　
ミヒャエル・フリードリッヒ氏

Ⅲ 取組報告
～分野別アプローチ：学術機関、医療機関、企業～
（1）学術機関としての信州大学の取組み　10：00～10：40

演題「メディカル分野における信州大学の取組み
　　 ～信州大学医学部・附属病院を核にした産学官連携活動を中心に～」
発表者：信州大学産学官連携推進本部
特任教授：リサーチ・アドミニストレーター　木下 幸彦氏

（2）先進的な企業の取組み　10：50～11：30

演題「マチの健康ステーションを目指して」
発表者：㈱ローソン CEO補佐　鈴木 清晃氏

（3）医療機関の健康づくり　12：40～13：20

演題「松本市医師会の健康増進への取組み」
発表者：松本市医師会 副会長　山岸 淳一郎氏

Ⅱ 松本発「健康先進都市ゼミナール」
　長野県「地域発 元気づくり支援金」活用事業　
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基調講演 2　14：30～15：30

演題「高齢化社会におけるドイツの公的ヘルスケア」
The Keidel Mineral - Thermal Spa Freiburg
代表取締役 ヘルベルト・レン氏

ミヒャエル・フリードリッヒ氏

ヘルベルト・レン氏

Ⅳ パネルディスカッション　13：30～15：00

　アイマゴ社は、スイス連邦工科大学ローザンヌ校からスピンアウトしたベンチャー
企業で、設立は、2008年という若い会社です。毛細血管に流れる血流をリアルタ
イムで写し出す医療機器を開発し、火傷による皮膚の再生や乳がんによる乳房の
再生など、再生医療分野の先端企業として知られています。

　ドイツにおける高齢者の健康と福祉の現状、社会的・政策的な構造、課題、期
待される解決策についてお話しします。「The Keidel Mineral - Thermal Spa 
Freiburg」は、ドイツ　フライブルグ市にある温泉施設です。

　健康産業や健康に関してユニークな取り組みを実践している兵庫県
神戸市、愛知県大府市、北海道留萌市から取り組み内容を発表します

●テーマ
「健康に生きるとは何か、何によって支えられるか　治療から予防へ 
　～運動・食・交流・ポジティブシンキング～」

健康弁当の販売　２６日（火）１１：３０～
松本大学人間健康学部健康栄養学科の学生と株式会社王滝が共同で開発しました「健康弁当」を販売します（限定３００食）

Ⅰ 基調講演　海外先進事例の紹介
木下 幸彦氏

山岸 淳一郎氏

鈴木 清晃氏
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ブース・イベントなど（6階 体育館・5階 レクリエーション室）
あいおいニッセイ同和損害保険㈱

㈱かんぽ生命保険 松本支店

キッセイコムテック㈱

県栄養士会中信支部

県臨床検査技師会中信支部

県臨床整形外科医会（松本市医師会）

市健康づくり推進員連合会

市食生活改善推進協議会

㈱JINRIKI

スポーツクラブ　ルネサンス松本

セイコーエプソン株式会社

㈱第一興商

㈱デリカ

ニッキトライシステム㈱

ユニ・チャーム㈱

松本市

松本信用金庫

松本薬剤師会

保険商品の説明・販売

「みんなのラジオ体操」コーナー

睡眠/覚醒リズム研究用プログラム 「SleepSign Act」展示

栄養相談

糖尿病と検査に関するパネル展示

「ロコモティブシンドロームとロコモ体操」展示

松本市内各地区での取組み事例の紹介

食生活改善推進協議会の活動報告とレシピの配布

けん引式車いす補助装置の展示、販売

体脂肪・筋肉量・バランス測定

WristabGPS 及び アプリケーションソフトの展示
リスト型脈拍計の展示と生活習慣改善プログラムの紹介

高齢者向けカラオケ・体操システム「DKエルダーシステム」
のデモンストレーション

「電動アシスト４輪自転車けんきゃくん」展示・試乗体験・販売

薬剤服用補助容器試作品の展示

経度失禁専用品の展示とサンプル品の配布

健康相談

「がんを知る展」と健康寿命延伸　特別金利定期積金の紹介

パネル展示と健康支援グッズの紹介

ゼミナール 1

　「人の健康」、「生活の健康」、「地域の健康」、「環境の健康」、「経
済の健康」、「教育・文化の健康」といった６つの切り口から、事例発表
都市選定の経過を、業務にあたった㈱三菱総合研究所から報告します

ゼミナール 2

16：10～17：50

●パネラー
○斎藤 敏一氏　　 （株式会社ルネサンス 会長）

○ヘルベルト・レン氏（フライブルグ・カイダル・ミネラル・サーマル・スパ代表取締役）

○阿部 圭一氏　　 （サントリーグローバルイノベーションセンター株式会社取締役・イノベーション創発部長）　

○矢島 鉄也氏　　 （前厚生労働省健康局長・医学博士）　　　

○等々力 賢治氏　　（松本大学人間健康学部長）

●統括コーディネーター
小宮山 宏氏　　　 （株式会社三菱総合研究所  理事長）


